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すい臓

消化液である
すい液を分泌

文系クラスの

私でもわかるくらい

順を追って丁寧に

進めていくわね。

ホルモン
分泌ランゲルハンス島

外分泌腺

さて，まず最初に

覚えるのは からすい臓

出る とインスリン

！グルカゴン

まず大事なことはこの図を

一度に覚えようとしないこと。

１つ１つのホルモン・内分泌腺

ごとに覚えるといいわ。

入試でもまとめの

図より文章穴埋め

問題で出るほうが

主だからね。

こんな

複雑に見える

図でも，

きっちりわかる

ように説明

するからね！

さあ，今回は生物Ｉの

中でも試験の定番，

の血糖値（血糖量）

調節！！

すい臓にはすい液を

分泌する外分泌腺のほかに

血糖値を調節するホルモンを

ランゲルハンス島分泌する

があります。

血糖値調節の覚え方
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ランゲルハンス島は
自分で血糖値を感知して

Ａ細胞・Ｂ細胞 種類の2
細胞からホルモンを

出し分けてるの。

ランゲルハンス島

自律

神経

血液

内分泌腺の多くは

脳下垂体前葉から出る刺激

ホルモンの指令でホルモン

を分泌するのだけれど，

から出るＡ細胞

は肝臓でグルカゴン

グリコーゲン貯蔵物質

をグルコースに分解

して血糖値を ，上げ

これでまず

すい臓ルート

が完成！
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インスリンB 細胞が出す
は グリコーゲンの合成逆に

血糖値を ，を進め 下げます
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血糖値の調節で

下げるホルモンは

インスリンだけ
だから，高血糖のとき

の調節については

以上！

だから，もう半分は

終わったも同然よ。

次は ルート。副腎

副腎は と の皮質 髄質

それぞれから血糖値

を上げるホルモンが

出るのよ。

は交感神経髄質

の刺激を受けて

をアドレナリン

分泌，

前葉皮質は脳下垂体

からの副腎皮質刺激

によってホルモン

を糖質コルチコイド

分泌，

副腎

腎
臓

アドレナリン
グルカゴンと

同じはたらき

糖質コルチコイド

タンパク質を分解

させ血糖値を上昇

副腎

髄質
皮質

アドレナリンは

血糖上昇の主役！

インスリンは全

身でのグルコー

ス消費も促進。



全身

全身

－ 3萌えろ！生物 ・Ⅰ II／血糖値調節

ここまで覚えたら

ほぼ ね！OK

あれ？

４つだけで

いいんですか？

もある(出るのは成長ホルモン

脳下垂体前葉から，はたらきは

グルカゴンと同様)けど，まあ，

ついででいいわ。

試験に出されるときは，ほとんど

高血糖のときと低血糖のときとに

分けて問われるから，それぞれに

ついてまとめておくね。
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前のページで説明した

すい臓と副腎の

ポイントのほかで

いうと，

｢上げるホルモンは

糖質コルチコイド

以外すべてグリコ

ーゲンの分解」

すい臓のホルモン「

」はどちらも５文字

と覚えたらどう
かしら

イ・ン・シユ・リ・ン ！

邪魔する事

いわない！
それでも先生か

！

今，教科書では「イン

リン」だけど，学校ス

の先生のプリント

とか短期講習の

テキストで

「イン リン」シュ

になってたら，

昭和の頃からの

使い回しだから

笑気をつけろ
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